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番    号 事 件 名 ページ 

議案第６７号 五島市証人等の実費弁償支給条例の一部改正について 1 

議案第６８号 五島市災害派遣手当等の支給に関する条例の一部改正について 2 

議案第６９号 五島市税条例及び五島市都市計画税条例の一部改正について 3 

議案第７０号 

五島市介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員、設

備及び運営に係る基準に関する条例及び五島市介護保険法に基づく

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに

指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な

支援の方法に係る基準に関する条例の一部改正について 

5 

議案第７１号 

五島市介護保険法に基づく指定介護予防支援等の事業の人員及び運

営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援

の方法に係る基準に関する条例の一部改正について 
8 

議案第７２号 五島市火葬場条例の一部改正について 10 

議案第７３号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 11 

議案第７４号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 13 

議案第７５号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 15 

議案第７６号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 17 

議案第７７号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 19 

議案第７８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 21 

議案第７９号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 23 



議案第８０号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 28 

議案第８１号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 33 

議案第８２号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 38 

議案第８３号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 41 

議案第８４号 工事請負契約の締結について 46 

議案第８５号 あらたに生じた土地の確認及び町の区域の変更について 47 

議案第８６号 あらたに生じた土地の確認及び町の区域の変更について 52 

議案第８７号 あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 57 

議案第８８号 町の区域の変更について 62 

議案第８９号 五島市教育委員会委員の任命について 70 

議案第９０号 五島市公平委員会委員の選任について 72 

議案第９１号 五島市職員懲戒審査委員会委員の任命について 74 

議案第９２号 五島市職員懲戒審査委員会委員の任命について 76 

議案第９３号 五島市職員懲戒審査委員会委員の任命について 78 

議案第９４号 五島市職員懲戒審査委員会委員の任命について 80 

議案第９５号 五島市職員懲戒審査委員会委員の任命について 82 

議案第９６号 人権擁護委員の候補者の推薦について 84 



議案第９７号 人権擁護委員の候補者の推薦について 87 

議案第９８号 人権擁護委員の候補者の推薦について 90 

議案第９９号 人権擁護委員の候補者の推薦について 93 

議案第100号 人権擁護委員の候補者の推薦について 95 

議案第101号 人権擁護委員の候補者の推薦について 98 

議案第102号 平成３０年度五島市一般会計補正予算（第２号） 別冊 

議案第103号 平成３０年度五島市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 別冊 

議案第104号 平成３０年度五島市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 別冊 

議案第105号 平成３０年度五島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 別冊 

議案第106号 平成２９年度五島市一般会計歳入歳出決算 別冊 

議案第107号 平成２９年度五島市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 別冊 

議案第108号 平成２９年度五島市介護保険事業特別会計歳入歳出決算 別冊 

議案第109号 平成２９年度五島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 別冊 

議案第110号 平成２９年度五島市診療所事業特別会計歳入歳出決算 別冊 

議案第111号 平成２９年度五島市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 別冊 

議案第112号 平成２９年度五島市大浜財産区特別会計歳入歳出決算 別冊 

議案第113号 平成２９年度五島市本山財産区特別会計歳入歳出決算 別冊 



議案第114号 平成２９年度五島市下水道事業特別会計歳入歳出決算 別冊 

議案第115号 平成２９年度五島市公設小売市場事業特別会計歳入歳出決算 別冊 

議案第116号 平成２９年度五島市港湾整備事業特別会計歳入歳出決算 別冊 

議案第117号 平成２９年度五島市交通船事業特別会計歳入歳出決算 別冊 

議案第118号 平成２９年度五島市土地取得事業特別会計歳入歳出決算 別冊 

議案第119号 平成２９年度五島市水道事業会計剰余金の処分及び決算 別冊 

報告第１０号   一般社団法人五島市農林総合開発公社の経営状況について 別冊 

報告第１１号   五島風力発電株式会社の経営状況について 別冊 

報告第１２号   健全化判断比率及び資金不足比率について 別冊 

報告第１３号   平成２９年度五島市一般会計継続費精算について 別冊 

 



議案第６７号 

 

五島市証人等の実費弁償支給条例の一部改正について 

五島市証人等の実費弁償支給条例の一部を改正する条例案を次のとおり提出する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市証人等の実費弁償支給条例の一部を改正する条例 

 五島市証人等の実費弁償支給条例（平成１６年五島市条例第４１号）の一部を次

のように改正する。 

 第３条ただし書中「５，５００円」を「５，６００円」に改める。 

附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

（提案理由） 

市議会等に出頭した証人等の日当の額を特別職の職員で非常勤のものの報酬の日

額と同額とすることに伴い、所要の規定の整備を行う必要がある。これが、この条

例案を提出する理由である。 
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議案第６８号 

 

五島市災害派遣手当等の支給に関する条例の一部改正について 

五島市災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改正する条例案を次のとおり

提出する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改正する条例 

 五島市災害派遣手当等の支給に関する条例（平成２５年五島市条例第４６号）の

一部を次のように改正する。 

 別表備考中「ホテル営業及び同条第３項に規定する旅館営業」を「旅館・ホテル

営業」に改める。 

附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

（提案理由） 

旅館業法（昭和２３年法律第１３８号）の一部改正に伴い、所要の規定の整理を

行う必要がある。これが、この条例案を提出する理由である。 
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議案第６９号 

 

五島市税条例及び五島市都市計画税条例の一部改正について 

五島市税条例及び五島市都市計画税条例の一部を改正する条例案を次のとおり提

出する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市税条例及び五島市都市計画税条例の一部を改正する条例 

（五島市税条例の一部改正） 

第１条 五島市税条例（平成１６年五島市条例第７５号）の一部を次のように改正

する。 

附則第１０条の２第１項中「３分の１」を「２分の１」に改め、同条中第１２

項を第２０項とし、第７項から第１１項までを８項ずつ繰り下げ、第６項を第９

項とし、同項の次に次の５項を加える。 

１０ 法附則第１５条第３２項第１号ハに規定する設備について同号に規定する

市町村の条例で定める割合は３分の２とする。 

１１ 法附則第１５条第３２項第１号ニに規定する設備について同号に規定する

市町村の条例で定める割合は３分の２とする。 

１２ 法附則第１５条第３２項第１号ホに規定する設備について同号に規定する

市町村の条例で定める割合は３分の２とする。 

１３ 法附則第１５条第３２項第２号イに規定する設備について同号に規定する

市町村の条例で定める割合は４分の３とする。 

１４ 法附則第１５条第３２項第２号ロに規定する設備について同号に規定する

市町村の条例で定める割合は４分の３とする。 

附則第１０条の２中第５項を第８項とし、第４項を第７項とし、第３項を第４

項とし、同項の次に次の２項を加える。 

５ 法附則第１５条第２９項第３号に規定する市町村の条例で定める割合は２分

の１とする。 

６ 法附則第１５条第３０項第１号に規定する市町村の条例で定める割合は３分

の２とする。 
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附則第１０条の２第２項の次に次の１項を加える。 

３ 法附則第１５条第２９項第１号に規定する市町村の条例で定める割合は３分

の２とする。 

第２条 五島市税条例の一部を次のように改正する。 

附則第１０条の２第１８項中「附則第１５条第４４項」を「附則第１５条第４

３項」に改め、同条第１９項中「附則第１５条第４７項」を「附則第１５条第４

６項」に改める。 

（五島市都市計画税条例の一部改正） 

第３条 五島市都市計画税条例（平成１６年五島市条例第７６号）の一部を次のよ

うに改正する。 

附則第１２項中「又は第４４項」を「、第４４項又は第４８項」に改める。 

第４条 五島市都市計画税条例の一部を次のように改正する。 

附則第４項（見出しを含む。）中「附則第１５条第４４項」を「附則第１５条

第４３項」に改め、附則第１２項中「第４４項」を「第４３項」に、「第４８

項」を「第４７項」に改める。 

附 則 

（施行期日） 

第１条 この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条及び第４条の規定は、

平成３１年４月１日から施行する。 

（固定資産税に関する経過措置） 

第２条 第１条の規定による改正後の五島市税条例附則第１０条の２の規定は、平

成３１年度以後の年度分の固定資産税について適用し、平成３０年度分までの固

定資産税については、なお従前の例による。 

 

 

（提案理由） 

地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の一部改正により、固定資産税に係るわ

がまち特例について、国の参酌基準の割合が見直されたこと等に伴い、所要の規定

の整備を行う必要がある。これが、この条例案を提出する理由である。 
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議案第７０号 

 

五島市介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び

運営に係る基準に関する条例及び五島市介護保険法に基づく指定地域密着型

介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予

防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する

条例の一部改正について 

五島市介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に係る基準に関する条例及び五島市介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サ

ービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る

介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する条例の一部を改正する条

例案を次のとおり提出する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び

運営に係る基準に関する条例及び五島市介護保険法に基づく指定地域密着型

介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予

防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する

条例の一部を改正する条例 

（五島市介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運

営に係る基準に関する条例の一部改正） 

第１条 五島市介護保険法に基づく指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及

び運営に係る基準に関する条例（平成２５年五島市条例第１２号）の一部を次の

ように改正する。 

第５条第１号中「定める者」の次に「（介護保険法施行規則（平成１１年厚生

省令第３６号。以下「施行規則」という。）第２２条の２３第１項に規定する介

護職員初任者研修課程を修了した者に限る。）」を加える。 

第６条第５項に次の１号を加える。 

(12) 介護医療院 

第６条第１２項中「とき」の次に「（長崎県指定居宅サービス等の事業の人員、
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設備及び運営の基準に関する条例施行規則（平成２５年長崎県規則第１８号。以

下「指定居宅サービス等基準条例施行規則」という。）第２２条第５項の規定に

より同条第１項第１号ア及び第２号に規定する基準を満たしているものとみなさ

れているとき、及び第１９１条第１４項の規定により同条第４項に規定する基準

を満たしているものとみなされているときを除く。）」を加える。 

第４６条第１項中「定める者」の次に「（施行規則第２２条の２３第１項に規

定する介護職員初任者研修課程を修了した者に限る。）」を加える。 

第５９条の９第４号中「指定地域密着型通所介護従業者」を「地域密着型通所

介護従業者」に改め、同条第６号中「第５条の２」を「第５条の２第１項」に改

める。 

第５９条の１０第５項及び第５９条の２０の３中「指定地域密着型通所介護従

業者」を「地域密着型通所介護従業者」に改める。 

第１９０条中「介護保険法施行規則（平成１１年厚生省令第３６号）」を「施

行規則」に改める。 

第１９１条第１１項ただし書中「前項」を「第７項各号」に改め、同条第１４

項中「とき」の次に「（指定居宅サービス等基準条例施行規則第２２条第４項の

規定により同条第１項第１号ア及び第２号に規定する基準を満たしているものと

みなされているとき、及び第６条第１２項の規定により同条第１項第４号アに規

定する基準を満たしているものとみなされているときを除く。）」を加える。 

（五島市介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設

備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果

的な支援の方法に係る基準に関する条例の一部改正） 

第２条 五島市介護保険法に基づく指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効

果的な支援の方法に係る基準に関する条例（平成２５年五島市条例第１３号）の

一部を次のように改正する。 

第４条中「第５条の２」を「第５条の２第１項」に改める。 

第９条第１項中「指定地域密着型サービス基準第１５８条」を「指定地域密着

型サービス基準条例第１７８条」に改める。 

附 則 
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この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

（提案理由） 

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準（平成１８年

厚生労働省令第３４号）及び指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備

及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準（平成１８年厚生労働省令第３６号）の一部改正等に伴い、

所要の規定の整備を行う必要がある。これが、この条例案を提出する理由である。 
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議案第７１号 

 

五島市介護保険法に基づく指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに

指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準

に関する条例の一部改正について 

五島市介護保険法に基づく指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する条

例の一部を改正する条例案を次のとおり提出する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市介護保険法に基づく指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに

指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準

に関する条例の一部を改正する条例 

五島市介護保険法に基づく指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する条

例（平成２６年五島市条例第４７号）の一部を次のように改正する。 

第２条第４項中「介護保険施設をいう。以下同じ。）」の次に「、障害者の日常

生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成１７年法律第１２３号）第

５１条の１７第１項第１号に規定する指定特定相談支援事業者」を加える。 

第５条第２項中「である」を「であり、利用者は複数の指定介護予防サービス事

業者（法第５３条第１項に規定する指定介護予防サービス事業者をいう。以下同

じ。）等を紹介するよう求めることができる」に改め、同条第７項を同条第８項と

し、同条第６項各号列記以外の部分中「第３項」を「第４項」に改め、同項第１号

中「第３項各号」を「第４項各号」に改め、同項を同条第７項とし、同条第５項中

「第３項第１号」を「第４項第１号」に改め、同項を同条第６項とし、同条第４項

を同条第５項とし、同条第３項中「第６項」を「第７項」に改め、同項を同条第４

項とし、同条第２項の次に次の１項を加える。 

３ 指定介護予防支援事業者は、指定介護予防支援の提供の開始に際し、あらかじ

め、利用者又はその家族に対し、利用者について、病院又は診療所に入院する必

要が生じた場合には、担当職員の氏名及び連絡先を当該病院又は診療所に伝える
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よう求めなければならない。 

第１４条第１項中「（同条第１項に規定する指定介護予防サービス事業者をいう。

以下同じ。）」を削り、「同項」を「同条第１項」に改める。 

第３１条第９号中「のために」の次に「、利用者及びその家族の参加を基本とし

つつ、」を加え、同条第１４号の次に次の１号を加える。 

(14)の２ 担当職員は、指定介護予防サービス事業者等から利用者に係る情報の

提供を受けたとき、その他必要と認めるときは、利用者の服薬状況、口腔
くう

機能

その他の利用者の心身又は生活の状況に係る情報のうち必要と認めるものを、

利用者の同意を得て主治の医師若しくは歯科医師又は薬剤師に提供するものと

する。 

第３１条第２１号中「（以下」を「（次号及び第２２号において」に改め、同号

の次に次の１号を加える。 

(21)の２ 前号の場合において、担当職員は、介護予防サービス計画を作成した

際には、当該介護予防サービス計画を主治の医師等に交付しなければならない。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

（提案理由） 

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準（平成１８年厚生労働省令第３７

号）の一部改正に伴い、所要の規定の整備を行う必要がある。これが、この条例案

を提出する理由である。 
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議案第７２号 

 

五島市火葬場条例の一部改正について 

五島市火葬場条例の一部を改正する条例案を次のとおり提出する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市火葬場条例の一部を改正する条例 

五島市火葬場条例（平成１６年五島市条例第１２９号）の一部を次のように改正

する。 

別表備考第３号中「控除対象配偶者」を「同一生計配偶者」に改める。 

附 則 

この条例は、平成３１年１月１日から施行する。 

 

 

（提案理由） 

地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の一部改正に伴い、所要の規定の整理を

行う必要がある。これが、この条例案を提出する理由である。 
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議案第７３号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

籠淵辺地に係る公共的施設の総合整備計画を別紙のとおり策定する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第１項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書 
 

長崎県五島市  籠淵辺地 
（辺地の人口 ９７９人、面積 １１．４８ｋ㎡） 

 
１．辺地の概況 
 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市籠淵町 
 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市籠淵町２０９９番１ 
 （３）辺地度点数             １６６点 
 
２．公共的施設の整備を必要とする事情 

林業専用道内闇線の整備予定地の周辺の森林は、計画的な森林整備が必要な人工林

が全体の約６割を占めているが、林道が未整備であることから、効率的な森林整備が

できない状況である。このようなことから、林道を整備することにより、効率的な森

林整備を可能にし、林業の活性化を図るものである。 
 

３．公共的施設の整備計画 
平成３０年度から平成３４年度まで   ５年間 

（単位：千円） 
        区  分 

事 業  
施 設 名     主 体 

事 業 費 
財 源 内 訳 一般財源のう

ち辺地対策事

業債の予定額 
特 定 財 源 一 般 財 源 

林道 五 島 市 127,400 69,162 58,238 48,500 

      

      

合 計  127,400 69,162 58,238 48,500 
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議案第７４号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

玉之浦辺地に係る公共的施設の総合整備計画を別紙のとおり策定する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第１項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書 
 

長崎県五島市  玉之浦辺地 
（辺地の人口 ４７８人、面積 １４．５０ｋ㎡） 

 
１．辺地の概況 
 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市玉之浦町玉之浦 
 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市玉之浦町玉之浦６３２番３ 
 （３）辺地度点数             ２５３点 
 
２．公共的施設の整備を必要とする事情 

市道大瀬崎２号線は、大瀬崎灯台へ続く観光道路であり、観光バス、レンタカー等

の通行が多い路線である。しかし、この路線は、舗装整備後の年数の経過による路面

のひび割れや路肩の陥没が発生しており、車両及び歩行者の通行に支障を来している

状況である。このようなことから、道路の舗装整備等を行い、地域住民の交通の安全

及び利便性の向上を図るものである。 
 

３．公共的施設の整備計画 
平成３０年度から平成３４年度まで   ５年間 

（単位：千円） 
        区  分 

事 業  
施 設 名     主 体 

事 業 費 
財 源 内 訳 一般財源のう

ち辺地対策事

業債の予定額 
特 定 財 源 一 般 財 源 

道路施設 五 島 市 8,600 0 8,600 8,600 

      

      

合 計  8,600 0 8,600 8,600 
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議案第７５号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

東辺地に係る公共的施設の総合整備計画を別紙のとおり策定する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第１項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書 
 

長崎県五島市  東辺地 
（辺地の人口 ３１５人、面積 ２１．２３ｋ㎡） 

 
１．辺地の概況 
 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市玉之浦町小川、玉之浦町中

須、玉之浦町幾久山、玉之浦町上の平 
 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市玉之浦町幾久山４３３番１ 
 （３）辺地度点数             ２７２点 
 
２．公共的施設の整備を必要とする事情 

林道富江玉之浦線のおがわ橋は、小川川に架けられた鋼橋である。しかし、この橋

は、架設後３１年が経過し、主桁、支承等に損傷が発生している状況である。このよ

うなことから、この橋の主桁、支承等の補修を行い、車両等の通行の安全及び林業の

活性化を図るものである。 
 

３．公共的施設の整備計画 
平成３０年度から平成３４年度まで   ５年間 

（単位：千円） 
        区  分 

事 業  
施 設 名     主 体 

事 業 費 
財 源 内 訳 一般財源のう

ち辺地対策事

業債の予定額 
特 定 財 源 一 般 財 源 

林道 五 島 市 20,000 10,000 10,000 10,000 

      

      

合 計  20,000 10,000 10,000 10,000 
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議案第７６号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

荒川辺地に係る公共的施設の総合整備計画を別紙のとおり策定する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第１項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書 
 

長崎県五島市  荒川辺地 
（辺地の人口 ２７６人、面積 ２５.６０ｋ㎡） 

 
１．辺地の概況 
 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市玉之浦町荒川、玉之浦町丹

奈、玉之浦町布浦、玉之浦町頓泊 
 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市玉之浦町荒川２７９番１１ 
 （３）辺地度点数             ２８９点 
 
２．公共的施設の整備を必要とする事情 

林道丸山線の丸山線１号橋は、七岳川に架けられたコンクリート橋である。しかし、

この橋は、架設後５４年が経過し、主桁、支承等に損傷が発生している状況である。

このようなことから、この橋の主桁、支承等の補修を行い、車両等の交通の安全及び

林業の活性化を図るものである。 
 

３．公共的施設の整備計画 
平成３０年度から平成３４年度まで   ５年間 

（単位：千円） 
        区  分 

事 業  
施 設 名     主 体 

事 業 費 
財 源 内 訳 一般財源のう

ち辺地対策事

業債の予定額 
特 定 財 源 一 般 財 源 

林道 五 島 市 17,200 8,600 8,600 8,600 

      

      

合 計  17,200 8,600 8,600 8,600 
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議案第７７号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

中岳南部辺地に係る公共的施設の総合整備計画を別紙のとおり策定する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第１項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書 
 

長崎県五島市  中岳南部辺地 
（辺地の人口 ２２８人、面積 ７．３０ｋ㎡） 

 
１．辺地の概況 
 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市岐宿町中嶽、岐宿町二本楠 
 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市岐宿町中嶽１９８７番２ 
 （３）辺地度点数             ２２５点 
 
２．公共的施設の整備を必要とする事情 

市道中嶽北部３３号線の八本木橋（４号）は、岐宿町中岳地区の集落内を流れる大

保川に架けられた鋼橋である。しかし、この橋は、架設後３０年以上が経過している

と思われ、主桁、支承等に損傷が発生している状況である。このようなことから、こ

の橋の主桁、支承等の補修を行い、地区住民の交通の安全及び利便性の向上を図るも

のである。 
 

３．公共的施設の整備計画 
平成３０年度から平成３４年度まで   ５年間 

（単位：千円） 
        区  分 

事 業  
施 設 名     主 体 

事 業 費 
財 源 内 訳 一般財源のう

ち辺地対策事

業債の予定額 
特 定 財 源 一 般 財 源 

道路施設 五 島 市 16,500 2,454 14,046 14,046 

      

      

合 計  16,500 2,454 14,046 14,046 
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議案第７８号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

西海辺地に係る公共的施設の総合整備計画を別紙のとおり策定する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第１項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書 
 

長崎県五島市  西海辺地 
（辺地の人口 １８３人、面積 ４．９３ｋ㎡） 

 
１．辺地の概況 
 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市奈留町浦 
 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市奈留町浦７５４番１６ 
 （３）辺地度点数             ２３９点 
 
２．公共的施設の整備を必要とする事情 

白這地区と宿輪地区との間は、ここ数年、マグロの養殖事業の発展に伴い、大型車

両の通行が増加している。しかし、これらの地区を結ぶ一般県道奈留島線及び市道白

這～江上線は、幅員が狭いため車両間の離合が困難であり、歩行者及び車両の通行に

支障を来している状況である。このようなことから、新たに白這地区と宿輪地区とを

結ぶ道路を整備し、地域住民の交通の安全及び利便性の向上を図るものである。 
 

３．公共的施設の整備計画 
平成３０年度から平成３４年度まで   ５年間 

（単位：千円） 
        区  分 

事 業  
施 設 名     主 体 

事 業 費 
財 源 内 訳 一般財源のう

ち辺地対策事

業債の予定額 
特 定 財 源 一 般 財 源 

道路施設 五 島 市 128,200 0 128,200 128,200 

      

      

合 計  128,200 0 128,200 128,200 
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議案第７９号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

平成３０年３月２２日に議決された福江辺地に係る公共的施設の総合整備計画を

別紙のとおり変更する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第８項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書（第３次変更） 
 

長崎県五島市  福江辺地 
（辺地の人口 ３，４４６人、面積 １．４７ｋ㎡） 

 
１．辺地の概況 
 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市東浜町一丁目、東浜町二丁

目、東浜町三丁目、紺屋町、武家屋敷一

丁目、武家屋敷二丁目、武家屋敷三丁目、

池田町、栄町、中央町、錦町、幸町、末

広町、江川町、福江町、新港町 
 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市末広町１番１０ 
 （３）辺地度点数             １３７点 
 
２．公共的施設の整備を必要とする事情 

（道路施設） 
市道紺屋町・堀端線は、地域住民の生活道路及び福江小学校等の通学路として利用

されている。しかし、この路線は、歩道幅員が狭く、また、舗装整備後の年数経過に

よる路面のひび割れも発生しており、歩行者及び車両の通行に支障を来している状況

である。 
このようなことから、歩道の拡幅整備及び道路の舗装整備を行い、交通の安全及び

利便性の向上を図るものである。 
市道福江１８７号線は、県道河務・福江線と国道３８４号線とを結ぶ中心市街地の

生活道路として利用されており、車両の通行量が非常に多い路線である。しかし、舗

装整備後の年数経過による路面のひび割れや、道路と側溝との間に段差が生じている

ため、歩行者及び車両の通行に支障を来している状況である。 
このようなことから、道路の舗装整備等を行い、交通の安全及び利便性の向上を図

るものである。 
市道大波止・城山線、市道外濠線及び市道福江１９７号線は、福江港と五島市特有

の歴史的景観資産とを結ぶ道路であり、地域住民の生活道路としても使用されてい 

る。しかし、これらの路線は、歩道の陥没や隆起が発生しており、歩行者の通行に支

障を来している状況である。 
このようなことから、歩道の拡幅整備等を行い、交通の安全及び利便性の向上を図

るものである。 
（消防施設） 
この地区の防火水槽の設置予定地周辺には、古い木造住宅が密集している区域があ

り、火災が発生した場合、風の強さ、風向等によっては大規模な火災に発展する恐れ

- 24 -



があるが、防火水槽が設置されておらず、今後の水利不足が懸念される。 
このようなことから、防火水槽を新たに設置することにより、迅速かつ効果的な消

防活動の展開を可能にし、地区住民のより安全な生活環境の整備を図るものである。 
 
３．公共的施設の整備計画 

平成２８年度から平成３２年度まで   ５年間 
（単位：千円） 

        区  分 
事 業  

施 設 名     主 体 
事 業 費 

財 源 内 訳 一般財源のう 
ち辺地対策事 
業債の予定額 

特 定 財 源 一 般 財 源 

道路施設 五 島 市 397,000 0 397,000 397,000 

消防施設 五 島 市 13,852 2,693 11,159 11,150 

      

合 計  410,852 2,693 408,159 408,150 
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議案第８０号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

平成２９年９月２９日に議決された三尾野辺地に係る公共的施設の総合整備計画

を別紙のとおり変更する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第８項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書（第３次変更） 

 
長崎県五島市  三尾野辺地 

（辺地の人口 １，００４人、面積 １．６５ｋ㎡） 
 
１．辺地の概況 
 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市三尾野一丁目、三尾野二丁

目、三尾野三丁目、坂の上一丁目、三

尾野町、大円寺町            
 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市三尾野二丁目５番１    
 （３）辺地度点数             １４３点 
 
２．公共的施設の整備を必要とする事情 

（道路施設） 
  市道本山３２号線は、主要地方道福江・富江線と市道三尾野町・坂ノ上線とを結ぶ

バイパス的路線である。しかし、この路線は、幅員が狭いため、歩行者と車両との離

合及び車両間の離合が困難であり、歩行者等の通行に支障を来している状況である。

このようなことから、道路の拡幅整備を行い、交通の安全及び利便性の向上を図るも

のである。 
市道福江３７８号線、市道福江２９６号線及び市道福江２９７号線は、五島市中央

公園を中心とするスポーツ施設及び五島海陽高等学校等の公共施設に通じる路線であ

る。しかし、これらの路線は、側溝がなく、また舗装されていないため、利用者の通

行に支障を来している状況である。このようなことから、道路の整備を行い、利用者

の交通の利便性の向上を図るものである。 
（消防施設） 
この地区の防火水槽の設置予定地周辺は、五島市中央公園を中心とするスポーツ施

設があり、住宅が増え続けているが、防火水槽が設置されておらず、今後の水利不足

が懸念される。このようなことから、防火水槽を新たに設置することにより、迅速か

つ効果的な消火活動を可能にし、地区住民のより安全な生活環境の整備を図るもので

ある。 
（観光又はレクリエーションに関する施設） 
五島市中央公園は、昭和５８年に開設され、市内のスポーツ拠点として多くの市民

が利用している。しかし、公園施設の老朽化が進んでおり、施設の更新及び維持管理

を計画的に実施する必要がある。このようなことから、老朽化が進んでいる施設及び

耐用年数を経過している施設について、計画的に改修を行うことにより、公園施設の

安全性の向上を図るものである。 
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３．公共的施設の整備計画 
平成２７年度から平成３１年度まで   ５年間 

（単位：千円） 
        区  分 

事 業  
施 設 名     主 体 

事 業 費 
財 源 内 訳 一般財源のう 

ち辺地対策事 
業債の予定額 特 定 財 源 一 般 財 源 

道路施設 五 島 市 142,500 0 142,500 142,500 

消防施設 五 島 市 41,932 10,772 31,160 31,050 

観光又はレクリ

エーションに関

する施設 
五 島 市 660,779 329,000 331,779 331,700 

合 計  845,211 339,772 505,439 505,250 
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〈
議
案
第
８
０
号
参
考
〉
総
合
整
備
計
画
書
新
旧
対
照
表
 

（
下
線
の
部
分
は
、
変
更
部
分
）

 

変
 
 
 
 
 
更
 
 
 
 
 
後
 

変
 
 
 
 
 
更
 
 
 
 
 
前
 

 
総
 
合
 
整
 
備
 
計
 
画
 
書
（
第
３
次
変
更
）

 
 

長
崎
県
五
島
市
 
 
三
尾
野
辺
地

 
（
辺
地
の
人
口
 
１
，
０
０
４
人
、
面
積
 
１
．
６
５
ｋ
㎡
）

 １
．
辺
地
の
概
況

 
 
（
１
）
辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称
 
 
 
 
長
崎
県
五
島
市
三
尾
野
一
丁
目
、
三
尾
野
二
丁
目
、

三
尾
野
三
丁
目
、
坂
の
上
一
丁
目
、
三
尾
野
町
、

大
円
寺
町
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（
２
）
地
域
の
中
心
の
位
置
 
 
 
  
 
 
  
 
長
崎
県
五
島
市
三
尾
野
二
丁
目
５
番
１
 
 
 

 
 
（
３
）
辺
地
度
点
数
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
１
４
３
点

 
 ２
．
公
共
的
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 
（
道
路
施
設
）

 
市
道
本
山
３
２
号
線
は
、
主
要
地
方
道
福
江
・
富
江
線
と
市
道
三
尾
野
町
・
坂
ノ
上
線
と
を
結
ぶ

バ
イ
パ
ス
的
路
線
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
路
線
は
、
幅
員
が
狭
い
た
め
、
歩
行
者
と
車
両
と
の
離

合
及
び
車
両
間
の
離
合
が
困
難
で
あ
り
、
歩
行
者
等
の
通
行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
道
路
の
拡
幅
整
備
を
行
い
、
交
通
の
安
全
及
び
利
便
性
の
向
上
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

 
市
道
福
江
３
７
８
号
線
、
市
道
福
江
２
９
６
号
線
及
び
市
道
福
江
２
９
７
号
線
は
、
五
島
市
中
央

公
園
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
及
び
五
島
海
陽
高
等
学
校
等
の
公
共
施
設
に
通
じ
る
路
線
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
路
線
は
、
側
溝
が
な
く
、
ま
た
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
利
用
者
の
通

行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
道
路
の
整
備
を
行
い
、
利
用
者

の
交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

 
（
消
防
施
設
）

 
こ
の
地
区
の
防
火
水
槽
の
設
置
予
定
地
周
辺
は
、
五
島
市
中
央
公
園
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施

設
が
あ
り
、
住
宅
が
増
え
続
け
て
い
る
が
、
防
火
水
槽
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
水
利
不
足

が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
防
火
水
槽
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
か

つ
効
果
的
な
消
火
活
動
を
可
能
に
し
、
地
区
住
民
の
よ
り
安
全
な
生
活
環
境
の
整
備
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

 
（
観
光
又
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
施
設
）

 
五
島
市
中
央
公
園
は
、
昭
和
５
８
年
に
開
設
さ
れ
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
と
し
て
多
く
の
市
民

が
利
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
公
園
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
施
設
の
更
新
及
び
維
持
管
理

 
総
 
合
 
整
 
備
 
計
 
画
 
書
（
第
２
次
変
更
）

 
 

長
崎
県
五
島
市
 
 
三
尾
野
辺
地

 
（
辺
地
の
人
口
 
１
，
０
０
４
人
、
面
積
 
１
．
６
５
ｋ
㎡
）

 １
．
辺
地
の
概
況

 
 
（
１
）
辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称
 
 
 
 
長
崎
県
五
島
市
三
尾
野
一
丁
目
、
三
尾
野
二
丁
目
、

三
尾
野
三
丁
目
、
坂
の
上
一
丁
目
、
三
尾
野
町
、

大
円
寺
町
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（
２
）
地
域
の
中
心
の
位
置
 
 
 
  
 
 
  
 
長
崎
県
五
島
市
三
尾
野
二
丁
目
５
番
１
 
 
 

 
 
（
３
）
辺
地
度
点
数
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
１
４
３
点

 
 ２
．
公
共
的
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 
（
道
路
施
設
）

 
市
道
本
山
３
２
号
線
は
、
主
要
地
方
道
福
江
・
富
江
線
と
市
道
三
尾
野
町
・
坂
ノ
上
線
と
を
結
ぶ

バ
イ
パ
ス
的
路
線
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
路
線
は
、
幅
員
が
狭
い
た
め
、
歩
行
者
と
車
両
と
の
離

合
及
び
車
両
間
の
離
合
が
困
難
で
あ
り
、
歩
行
者
等
の
通
行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
道
路
の
拡
幅
整
備
を
行
い
、
交
通
の
安
全
及
び
利
便
性
の
向
上
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

 
市
道
福
江
３
７
８
号
線
、
市
道
福
江
２
９
６
号
線
及
び
市
道
福
江
２
９
７
号
線
は
、
五
島
市
中
央

公
園
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
及
び
五
島
海
陽
高
等
学
校
等
の
公
共
施
設
に
通
じ
る
路
線
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
路
線
は
、
側
溝
が
な
く
、
ま
た
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
利
用
者
の
通

行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
道
路
の
整
備
を
行
い
、
利
用
者

の
交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

 
（
消
防
施
設
）

 
こ
の
地
区
の
防
火
水
槽
の
設
置
予
定
地
周
辺
は
、
五
島
市
中
央
公
園
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施

設
が
あ
り
、
住
宅
が
増
え
続
け
て
い
る
が
、
防
火
水
槽
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
水
利
不
足

が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
防
火
水
槽
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
か

つ
効
果
的
な
消
火
活
動
を
可
能
に
し
、
地
区
住
民
の
よ
り
安
全
な
生
活
環
境
の
整
備
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

 
（
観
光
又
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
施
設
）

 
五
島
市
中
央
公
園
は
、
昭
和
５
８
年
に
開
設
さ
れ
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
と
し
て
多
く
の
市
民

が
利
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
公
園
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
施
設
の
更
新
及
び
維
持
管
理
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を
計
画
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
施
設
及
び

耐
用
年
数
を
経
過
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
、
計
画
的
に
改
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
公
園
施
設
の

安
全
性
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

 
 

３
．
公
共
的
施
設
の
整
備
計
画

 
平
成
２
７
年
度
か
ら
平
成
３
１
年
度
ま
で
 
 
 
５
年
間

 
（
単
位
：
千
円
）

区
 
分

 
事
 
業

 
施
設
名
 
 
 
 主
 
体

 
事
業
費

 
財
源
内
訳

 
一
般
財
源
の
う

ち
辺
地
対
策
事

 
業
債
の
予
定
額

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

道
路
施
設

 
五

島
市

 
1
4
2
,
5
0

0
 

0
 

1
4
2
,
5
0

0
 

1
4
2
,
5
0

0
 

消
防
施
設

 
五

島
市

 
4
1
,
9
3

2
 

1
0
,
7
7

2
 

3
1
,
1
6

0
 

3
1
,
0
5

0
 

観
光
又
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
施
設

 
五

島
市

 
6
6
0
,
7
7

9
 

3
2
9
,
0
0

0
 

3
3
1
,
7
7

9
 

3
3
1
,
7
0

0
 

合
計

 
 

8
4
5
,
2
1

1
 

3
3
9
,
7
7

2
 

5
0
5
,
4
3

9
 

5
0
5
,
2
5

0
 

 

を
計
画
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
施
設
及
び

耐
用
年
数
を
経
過
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
、
計
画
的
に
改
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
公
園
施
設
の

安
全
性
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

 
 

３
．
公
共
的
施
設
の
整
備
計
画

 
平
成
２
７
年
度
か
ら
平
成
３
１
年
度
ま
で
 
 
 
５
年
間

 
（
単
位
：
千
円
）

区
 
分

 
事
 
業

 
施
設
名
 
 
 
 主
 
体

 
事
業
費

 
財
源
内
訳

 
一
般
財
源
の
う

ち
辺
地
対
策
事

 
業
債
の
予
定
額

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

道
路
施
設

 
五

島
市

 
1
4
2
,
5
0

0
 

0
 

1
4
2
,
5
0

0
 

1
4
2
,
5
0

0
 

消
防
施
設

 
五

島
市

 
3
5
,
6
7

0
 

8
,
0
7
9
 

2
7
,
5
9

1
 

2
7
,
5
0

0
 

観
光
又
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
施
設

 
五

島
市

 
6
6
0
,
7
7

9
 

3
2
9
,
0
0

0
 

3
3
1
,
7
7

9
 

3
3
1
,
7
0

0
 

合
計

 
 

8
3
8
,
9
4

9
 

3
3
7
,
0
7

9
 

5
0
1
,
8
7

0
 

5
0
1
,
7
0

0
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議案第８１号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

平成２８年１０月１２日に議決された松山辺地に係る公共的施設の総合整備計画

を別紙のとおり変更する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第８項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書（第１次変更） 
 

長崎県五島市  松山辺地 
 （辺地の人口 １８６人、面積５．５０ｋ㎡） 

 
１．辺地の概況 
 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市岐宿町松山 
 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市岐宿町松山１４６８番２ 
 （３）辺地度点数             ２２４点 
 
２．公共的施設の整備を必要とする事情 

（林道） 
森林管理道南部憩坂線整備予定地の周辺の森林は、計画的な森林整備が必要な人工

林が半数以上を占めているが、林道が未整備であることから、効率的な森林整備がで

きない状況である。このようなことから、林道を整備する（長崎県が主体となって事

業を実施し、本市が地元負担金として一部費用を負担する。）ことにより、効率的な

森林整備を可能にし、林業の活性化を図るものである。 
林業専用道川原線の整備予定地の周辺の森林は、計画的な森林整備が必要な人工林

が半数以上を占めているが、林道が未整備であることから、効率的な森林整備ができ

ない状況である。このようなことから、林道を整備することにより、効率的な森林整

備を可能にし、林業の活性化を図るものである。 
（道路施設） 
市道松山中嶽南部１号線の寺脇橋（１号）は、寺脇地区の集落内にある水路に架け

られた鋼橋である。しかし、この橋は、架設後４０年以上が経過していると思われ、

主桁、支承等に損傷が発生している状況である。このようなことから、この橋の主  

桁、支承等の補修を行い、地域住民の交通の安全及び利便性の向上を図るものであ  

る。 
 
３．公共的施設の整備計画 

平成２８年度から平成３２年度まで   ５年間 
（単位：千円） 

        区  分 
事 業  

施 設 名     主 体 
事 業 費 

財 源 内 訳 一般財源のう

ち辺地対策事 
業債の予定額 

特 定 財 源 一 般 財 源 

林  道 
（地元負担金） 

長 崎 県 10,749 0 10,749 10,600 

林  道 五 島 市 25,600 15,000 10,600 10,600 
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道路施設 五 島 市 16,400 11,316 5,084 5,084 

合 計  52,749 26,316 26,433 26,284 
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〈
議
案
第
８
１
号
参
考
〉
総
合
整
備
計
画
書
新
旧
対
照
表
 

（
下
線
の
部
分
は
、
変
更
部
分
）

 

変
 
 
 
 
 
更
 
 
 
 
 
後
 

変
 
 
 
 
 
更
 
 
 
 
 
前
 

 
総
 
合
 
整
 
備
 
計
 
画
 
書
（
第
１
次
変
更
）

 
 

長
崎
県
五
島
市
 
 
松
山
辺
地

 
（
辺
地
の
人
口
 
１
８
６
人
、
面
積
 
５
．
５
０
ｋ
㎡
）

 １
．
辺
地
の
概
況

 
 
（
１
）
辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称
 
 
 
 
長
崎
県
五
島
市
岐
宿
町
松
山

 
 
（
２
）
地
域
の
中
心
の
位
置
 
 
 
  
 
 
  
 
長
崎
県
五
島
市
岐
宿
町
松
山
１
４
６
８
番
２

 
 
（
３
）
辺
地
度
点
数
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
２
２
４
点

 
 ２
．
公
共
的
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 
（
林
道
）

 
森
林
管
理
道
南
部
憩
坂
線
整
備
予
定
地
の
周
辺
の
森
林
は
、
計
画
的
な
森
林
整
備
が
必
要
な
人
工

林
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、
林
道
が
未
整
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
効
率
的
な
森
林
整
備
が
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
林
道
を
整
備
す
る
（
長
崎
県
が
主
体
と
な
っ
て
事

業
を
実
施
し
、
本
市
が
地
元
負
担
金
と
し
て
一
部
費
用
を
負
担
す
る
。
）
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な

森
林
整
備
を
可
能
に
し
、
林
業
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

 
林
業
専
用
道
川
原
線
の
整
備
予
定
地
の
周
辺
の
森
林
は
、
計
画
的
な
森
林
整
備
が
必
要
な
人
工
林

が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、
林
道
が
未
整
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
効
率
的
な
森
林
整
備
が
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
林
道
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
森
林
整

備
を
可
能
に
し
、
林
業
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

 
（
道
路
施
設
）

 
市
道
松
山
中
嶽
南
部
１
号
線
の
寺
脇
橋
（
１
号
）
は
、
寺
脇
地
区
の
集
落
内
に
あ
る
水
路
に
架
け

ら
れ
た
鋼
橋
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
橋
は
、
架
設
後
４
０
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、

主
桁
、
支
承
等
に
損
傷
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
橋
の
主

桁
、
支
承
等
の
補
修
を
行
い
、
地
域
住
民
の
交
通
の
安
全
及
び
利
便
性
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
 

る
。

 
 

３
．
公
共
的
施
設
の
整
備
計
画

 
平
成
２
８
年
度
か
ら
平
成
３
２
年
度
ま
で
 
 
 
５
年
間

 
  

 
総
 
合
 
整
 
備
 
計
 
画
 
書

 
 

長
崎
県
五
島
市
 
 
松
山
辺
地

 
（
辺
地
の
人
口
 
１
８
６
人
、
面
積
 
５
．
５
０
ｋ
㎡
）

 １
．
辺
地
の
概
況

 
 
（
１
）
辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称
 
 
 
 
長
崎
県
五
島
市
岐
宿
町
松
山

 
 
（
２
）
地
域
の
中
心
の
位
置
 
 
 
  
 
 
  
 
長
崎
県
五
島
市
岐
宿
町
松
山
１
４
６
８
番
２

 
 
（
３
）
辺
地
度
点
数
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
２
２
４
点

 
 ２
．
公
共
的
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 
 

森
林
管
理
道
南
部
憩
坂
線
整
備
予
定
地
の
周
辺
の
森
林
は
、
計
画
的
な
森
林
整
備
が
必
要
な
人
工

林
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、
林
道
が
未
整
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
効
率
的
な
森
林
整
備
が
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
林
道
を
整
備
す
る
（
長
崎
県
が
主
体
と
な
っ
て
事

業
を
実
施
し
、
本
市
が
地
元
負
担
金
と
し
て
一
部
費
用
を
負
担
す
る
。
）
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
森

林
整
備
を
可
能
に
し
、
林
業
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

 
林
業
専
用
道
川
原
線
の
整
備
予
定
地
の
周
辺
の
森
林
は
、
計
画
的
な
森
林
整
備
が
必
要
な
人
工
林

が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、
林
道
が
未
整
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
効
率
的
な
森
林
整
備
が
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
林
道
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
森
林
整

備
を
可
能
に
し
、
林
業
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

 
       

３
．
公
共
的
施
設
の
整
備
計
画

 
平
成
２
８
年
度
か
ら
平
成
３
２
年
度
ま
で
 
 
 
５
年
間
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（
単
位
：
千
円
）

区
 
分

 
事
 
業

 
施
設
名
 
 
 
 主
 
体

 
事
業
費

 
財
源
内
訳

 
一
般
財
源
の
う

ち
辺
地
対
策
事

 
業
債
の
予
定
額

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

林
 
 
道

 
長

崎
県

 
1
0
,
7
4

9
 

0
 

1
0
,
7
4

9
 

1
0
,
6
0

0
 

（
地
元
負
担
金
）

 

林
 
 
道

 
五

島
市

 
2
5
,
6
0

0
 

1
5
,
0
0

0
 

1
0
,
6
0

0
 

1
0
,
6
0

0
 

道
路
施
設

 
五

島
市

 
1
6
,
4
0

0
 

1
1
,
3
1

6
 

5
,
0
8
4
 

5
,
0
8
4
 

合
計

 
 

5
2
,
7
4

9
 

2
6
,
3
1

6
 

2
6
,
4
3

3
 

2
6
,
2
8

4
 

 

（
単
位
：
千
円
）

区
 
分

 
事
 
業

 
施
設
名
 
 
 
 主
 
体

 
事
業
費

 
財
源
内
訳

 
一
般
財
源
の
う

ち
辺
地
対
策
事

 
業
債
の
予
定
額

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

林
 
 
道

 
長

崎
県

 
1
0
,
7
4

9
 

0
 

1
0
,
7
4

9
 

1
0
,
6
0

0
 

（
地
元
負
担
金
）

 

林
 
 
道

 
五

島
市

 
2
5
,
6
0

0
 

1
5
,
0
0

0
 

1
0
,
6
0

0
 

1
0
,
6
0

0
 

 
 

 
 

 
 

合
計

 
 

3
6
,
3
4

9
 

1
5
,
0
0

0
 

2
1
,
3
4

9
 

2
1
,
2
0

0
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議案第８２号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

平成２７年９月３０日に議決された田岸辺地に係る公共的施設の総合整備計画を

別紙のとおり変更する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第８項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書（第２次変更） 
 

長崎県五島市  田岸辺地 
 （辺地の人口 ５２９人、面積 ４．３１ｋ㎡） 

 
１．辺地の概況 
 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市奈留町浦、奈留町船廻 
 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市奈留町浦１５３番２ 
 （３）辺地度点数             ２１８点 
 
２．公共的施設の整備を必要とする事情 
   （飲用水供給施設） 

田岸地区においては、既設の配水管の老朽化が進んでおり、漏水又は赤水の発生の

原因となっていることから、その早急な対策が必要とされている。 
このようなことから、老朽管の布設替え及び配水管の耐震化を行うことにより、漏

水又は赤水の発生を抑制し、維持管理費の削減及び有収率の向上並びに地区住民に安

全で安心な飲用水を安定供給する体制の整備を図るものである。 
（道路施設） 
市道相ノ浦１号線の山ノ中橋は、浦地区の集落内を流れる相ノ浦川に架けられた鋼

橋である。しかし、この橋は、架設後２８年が経過し、主桁及び支承に損傷が発生し

ている状況である。 
このようなことから、この橋の主桁、支承等の補修を行い、橋の延命化並びに地区

住民の交通の安全及び利便性の向上を図るものである。 
 
３．公共的施設の整備計画 

平成２６年度から平成３０年度まで   ５年間 
（単位：千円） 

        区  分 
事 業  

施 設 名     主 体 
事 業 費 

財 源 内 訳 一般財源のう

ち辺地対策事 
業債の予定額 

特 定 財 源 一 般 財 源 

飲用水供給施設 五 島 市 47,500 24,727 22,773 22,738 

道路施設 五 島 市 16,000 11,200 4,800 4,800 

      

合 計  63,500 35,927 27,573 27,538 
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〈
議
案
第
８
２
号
参
考
〉
総
合
整
備
計
画
書
新
旧
対
照
表
 

（
下
線
の
部
分
は
、
変
更
部
分
）

 

変
 
 
 
 
 
更
 
 
 
 
 
後
 

変
 
 
 
 
 
更
 
 
 
 
 
前
 

 
総
 
合
 
整
 
備
 
計
 
画
 
書
（
第
２
次
変
更
）

 
 

長
崎
県
五
島
市
 
 
田
岸
辺
地

 
 
（
辺
地
の
人
口
 
５
２
９
人
、
面
積
 
４
．
３
１
ｋ
㎡
）

 
 １
．
辺
地
の
概
況

 
 
（
１
）
辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称
 
 
 
 
長
崎
県
五
島
市
奈
留
町
浦
、
奈
留
町
船
廻

 
 
（
２
）
地
域
の
中
心
の
位
置
 
 
 
  
 
 
  
 
長
崎
県
五
島
市
奈
留
町
浦
１
５
３
番
２

 
 
（
３
）
辺
地
度
点
数
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
２
１
８
点

 
 ２
．
公
共
的
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 
 
 
 （
飲
用
水
供
給
施
設
）

 
田
岸
地
区
に
お
い
て
は
、
既
設
の
配
水
管
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
漏
水
又
は
赤
水
の
発
生
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
早
急
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
老
朽
管
の
布
設
替
え
及
び
配
水
管
の
耐
震
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
漏

水
又
は
赤
水
の
発
生
を
抑
制
し
、
維
持
管
理
費
の
削
減
及
び
有
収
率
の
向
上
並
び
に
地
区
住
民
に
安

全
で
安
心
な
飲
用
水
を
安
定
供
給
す
る
体
制
の
整
備
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

 
（
道
路
施
設
）

 
市
道
相
ノ
浦
１
号
線
の
山
ノ
中
橋
は
、
浦
地
区
の
集
落
内
を
流
れ
る
相
ノ
浦
川
に
架
け
ら
れ
た
鋼
橋

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
橋
は
、
架
設
後
２
８
年
が
経
過
し
、
主
桁
及
び
支
承
に
損
傷
が
発
生
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
橋
の
主
桁
、
支
承
等
の
補
修
を
行
い
、
橋
の
延
命
化
並
び
に
地
区
住

民
の
交
通
の
安
全
及
び
利
便
性
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

 

 ３
．
公
共
的
施
設
の
整
備
計
画

 
平
成
２
６
年
度
か
ら
平
成
３
０
年
度
ま
で
 
 
 
５
年
間

 
（
単
位
：
千
円
）

 
区
 
分

 
事
 
業

 
施
設
名
 
 
 
 主
 
体

 
事
業
費

 
財
源
内
訳

 
一
般
財
源
の
う

ち
辺
地
対
策
事

 
業
債
の
予
定
額

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

飲
用
水
供
給
施
設

 
五

島
市

 
4
7
,
5
0

0
 

2
4
,
7
2

7
 

2
2
,
7
7

3
 

2
2
,
7
3

8
 

道
路
施
設

 
五

島
市

 
1
6
,
0
0

0
 

1
1
,
2
0

0
 

4
,
8
0
0
 

4
,
8
0
0
 

 
 

 
 

 
 

合
計

 
 

6
3
,
5
0

0
 

3
5
,
9
2

7
 

2
7
,
5
7

3
 

2
7
,
5
3

8
 

 

 
総
 
合
 
整
 
備
 
計
 
画
 
書
（
第
１
次
変
更
）

 
 

長
崎
県
五
島
市
 
 
田
岸
辺
地

 
 
（
辺
地
の
人
口
 
５
２
９
人
、
面
積
 
４
．
３
１
ｋ
㎡
）

 
 １
．
辺
地
の
概
況

 
 
（
１
）
辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称
 
 
 
 
長
崎
県
五
島
市
奈
留
町
浦
、
奈
留
町
船
廻

 
 
（
２
）
地
域
の
中
心
の
位
置
 
 
 
  
 
 
  
 
長
崎
県
五
島
市
奈
留
町
浦
１
５
３
番
２

 
 
（
３
）
辺
地
度
点
数
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
２
１
８
点

 
 ２
．
公
共
的
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 
 
 
 （
飲
用
水
供
給
施
設
）

 
田
岸
地
区
に
お
い
て
は
、
既
設
の
配
水
管
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
漏
水
又
は
赤
水
の
発
生
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
早
急
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
老
朽
管
の
布
設
替
え
及
び
配
水
管
の
耐
震
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
漏

水
又
は
赤
水
の
発
生
を
抑
制
し
、
維
持
管
理
費
の
削
減
及
び
有
収
率
の
向
上
並
び
に
地
区
住
民
に
安

全
で
安
心
な
飲
用
水
を
安
定
供
給
す
る
体
制
の
整
備
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

 
（
道
路
施
設
）

 
市
道
相
ノ
浦
１
号
線
の
山
ノ
中
橋
は
、
浦
地
区
の
集
落
内
を
流
れ
る
相
ノ
浦
川
に
架
け
ら
れ
た
鋼
橋

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
橋
は
、
架
設
後
２
８
年
が
経
過
し
、
主
桁
及
び
支
承
に
損
傷
が
発
生
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の
橋
の
主
桁
、
支
承
等
の
補
修
を
行
い
、
橋
の
延
命
化
並
び
に
地
区
住

民
の
交
通
の
安
全
及
び
利
便
性
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

 

 ３
．
公
共
的
施
設
の
整
備
計
画

 
平
成
２
６
年
度
か
ら
平
成
３
０
年
度
ま
で
 
 
 
５
年
間

 
（
単
位
：
千
円
）

 
区
 
分

 
事
 
業

 
施
設
名
 
 
 
 主
 
体

 
事
業
費

 
財
源
内
訳

 
一
般
財
源
の
う

ち
辺
地
対
策
事

 
業
債
の
予
定
額

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

飲
用
水
供
給
施
設

 
五

島
市

 
2
8
,
0
0

0
 

1
4
,
0
0

0
 

1
4
,
0
0

0
 

1
4
,
0
0

0
 

道
路
施
設

 
五

島
市

 
1
6
,
0
0

0
 

1
1
,
2
0

0
 

4
,
8
0
0
 

4
,
8
0
0
 

 
 

 
 

 
 

合
計

 
 

4
4
,
0
0

0
 

2
5
,
2
0

0
 

1
8
,
8
0

0
 

1
8
,
8
0

0
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議案第８３号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

平成２９年３月２８日に議決された浦辺地に係る公共的施設の総合整備計画を別

紙のとおり変更する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第８項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 

- 41 -



 
（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書（第４次変更） 
 

長崎県五島市  浦辺地 
 （辺地の人口 １，１４４人、面積 ３．６５ｋ㎡） 

 
１．辺地の概況 
 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市奈留町浦、奈留町泊 
 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市奈留町浦１８１８番４ 
 （３）辺地度点数             ２０５点 
 
２．公共的施設の整備を必要とする事情 

（飲用水供給施設） 
浦地区においては、既設の配水管の老朽化が進んでおり、漏水又は赤水の発生の原

因となっていることから、その早急な対策が必要とされている。 
このようなことから、老朽管の布設替え及び配水管の耐震化を行うことにより、漏

水又は赤水の発生を抑制し、維持管理費の削減及び有収率の向上並びに地区住民に安

全で安心な飲用水を安定供給する体制の整備を図るものである。 
（道路施設） 
市道相ノ浦５号線の汐入橋は、浦地区の集落内を流れる排水路に架けられたコンク

リート橋である。しかし、この橋は、架設後３０年以上が経過していると思われ、床

版に損傷が発生している状況である。 
このようなことから、この橋の床版等の補修を行い、橋の延命化及び地区住民の安

全を図るものである。 
市道相ノ浦１９号線の下り松橋は、浦地区の集落内を流れる汐入川に架けられた鋼

橋である。しかし、この橋は、架設後２９年が経過し、主桁及び支承に損傷が発生し

ている状況である。 
このようなことから、この橋の主桁、支承等の補修を行い、橋の延命化並びに地区

住民の交通の安全及び利便性の向上を図るものである。 
 
３．公共的施設の整備計画 

平成２６年度から平成３０年度まで   ５年間 
（単位：千円） 

        区  分 
事 業  

施 設 名     主 体 
事 業 費 

財 源 内 訳 一般財源のう

ち辺地対策事 
業債の予定額 

特 定 財 源 一 般 財 源 

飲用水供給施設 五 島 市 168,883 127,180 41,703 41,562 
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道路施設 五 島 市 31,100 21,770 9,330 9,300 

      

合 計  199,983 148,950 51,033 50,862 
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議案第８４号 

 

工事請負契約の締結について 

 次のとおり工事請負契約を締結する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎      

 

１ 工 事 名  五島市防災行政無線施設整備工事 

２ 工 事 場 所  福江地区（久賀島、椛島、赤島及び黄島を含む。）、富江地

区（黒島を含む。）及び玉之浦地区 

３ 契約の方法  一般競争入札 

４ 工事請負金額  １８９，０００，０００円 

５ 工事請負人  佐世保市万徳町４番１８号 

          エコー電子工業 株式会社 

          代表取締役 濵武 康司 

 

 

 （提案理由） 

 工事請負契約の締結については、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６

条第１項第５号及び五島市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例（平成１６年五島市条例第５０号）第２条の規定により議会の議決を経る

必要がある。これが、この案を提出する理由である。 
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議案第８５号 

 

あらたに生じた土地の確認及び町の区域の変更について 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９条の５第１項の規定により本市内に

あらたに生じた次の土地を確認し、同法第２６０条第１項の規定により町の区域を

次のとおり変更する。 

平成３０年９月５日提出 

                       五島市長 野 口 市太郎 

位     置 面積（平方メートル） 編入する区域 

五島市平蔵町１６５７の２、１６５８

の１及び１６５８の２地先 
１７１．９１ 平蔵町 

 

 

（提案理由） 

あらたに生じた土地の確認及び町の区域の変更については、地方自治法第９条の

５第１項及び第２６０条第１項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、

この案を提出する理由である。 
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議案第８６号 

 

あらたに生じた土地の確認及び町の区域の変更について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９条の５第１項の規定により本市内に

あらたに生じた次の土地を確認し、同法第２６０条第１項の規定により町の区域を

次のとおり変更する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎  
 

位     置 面積（平方メートル） 編入する区域 

五島市伊福貴町３７６の１９、５８６の

１、５８８の１、５８８の２、５８９、

５９０、５９１の１+５９１の２、５９１

の３、５９２の３、５９２の４、５９２

の６及び５９２の１４地先並びに５８６

に隣接する水路地先 

４９７．６３ 伊福貴町 

 

 

 （提案理由） 

 あらたに生じた土地の確認及び町の区域の変更については、地方自治法第９条の

５第１項及び第２６０条第１項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、

この案を提出する理由である。 
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議案第８７号 

 

あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９条の５第１項の規定により本市内に

あらたに生じた次の土地を確認し、同法第２６０条第１項の規定により字の区域を

次のとおり変更する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎  
 

位     置 面積（平方メートル） 編入する区域 

五島市富江町岳字坪９９１の４地先 ８１．２３ 字坪 

 

 

 （提案理由） 

 あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変更については、地方自治法第９条の

５第１項及び第２６０条第１項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、

この案を提出する理由である。 
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議案第８８号 

 

町の区域の変更について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２６０条第１項の規定により、本市内

の町の区域を次のとおり変更する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   
 
区域を変更する

町の名称 
左 記 に 編 入 す る 区 域 

五島市堤町 高田町１３３６の１の一部、１３３７の１の一部及びこれらの区域に

隣接する道路・水路である市有地の一部並びに１３８４の２の一部、

１３８４の３、１９１５の２及びこの区域に隣接する道路である市有

地の全部並びに１９１６の２、１９１７の２、１９１８・１９１９合

併、１９２０、１９２５、１９２６、１９５２から１９５６まで並び

に１９５５、１９５６に隣接する道路である市有地の全部 

五島市高田町 堤町１６０９の１、１６１０、１６１１の２、１６１２から１６１４

までに隣接する水路である市有地の一部並びに１６１６の一部、１６

１７の一部、１６１８の２の一部及びこれらの区域に隣接する道路で

ある市有地の一部並びに野々切町３５４８の２の一部、３６０５の一

部、３６０６の一部、３６０７の１の一部及びこれらの区域に隣接介

在する道路・水路である市有地の一部並びに３３３９の２、３３４０、

３３４１の２、３３４２、３３４３の１＋３３４３の２、３３４４の

２、３３４５の２、３３４６から３３４９まで、３３５０の１、３３

５０の３に隣接する道路・水路である市有地の一部 

五島市野々切町 高田町４７０、４７１、４７２の１、４７２の２、４７３から４７５

まで、４７６の一部、５０３の一部、５０４の一部、５３６の３及び

これらの区域に隣接介在する水路である市有地の全部並びに５２７、

５２８に隣接する道路である市有地の全部 
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 （提案理由） 

 牟田地区県営農地整備事業（経営体育成型）の実施により土地の区画が変更され

たことに伴い、町の区域を変更したいが、当該変更については、地方自治法第２６

０条第１項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出する

理由である。 
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議案第８９号 

 

五島市教育委員会委員の任命について 

 次の者を五島市教育委員会委員に任命する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

住  所  五島市松山町２９３番地２２ 
 

ふりがな  はま むら えつ  こ 
氏  名  濱  村  悦  子 

    
生年月日  昭和３９年７月１２日 

 

 

 （提案理由） 

教育委員会委員の任命については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

（昭和３１年法律第１６２号）第４条第２項の規定により議会の同意を得る必要が

ある。これが、この案を提出する理由である。 
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〈議案第８９号参考〉 
 略 歴 
  昭和５９年 ３月  九州女子短期大学初等教育科卒業 

  平成１７年１２月  社会福祉法人木の実会ふくえ児童館 入職 

  同 ２８年 ４月  まちなか子育て相談室歩む 管理者 現在に至る。 

  同 ２９年 ６月  社会福祉法人木の実会 理事 現在に至る。 

 
任       期       表 

氏     名 就 任 年 月 日 任 期 満 了 年 月 日 備  考 

林 田 登志子 平成２６年１０月２０日 平成３０年１０月１９日  

坂 本 泰 蔵 平成２８年１０月２０日 平成３２年１０月１９日  

佐 藤 清 美 平成２８年１０月２０日 平成３２年１０月１９日  

杣 川 好 隆 平成２９年１０月２０日 平成３３年１０月１９日  
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議案第９０号 

 

五島市公平委員会委員の選任について 

 次の者を五島市公平委員会委員に選任する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

住  所  五島市富江町狩立１２５番地 
 

ふりがな  もと むら ひで  こ 
氏  名  本  村  秀  子 

    
生年月日  昭和３０年１０月１０日 

 

 

 （提案理由） 

 公平委員会委員の選任については、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）

第９条の２第２項の規定により議会の同意を得る必要がある。これが、この案を提

出する理由である。 
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〈議案第９０号参考〉 

略 歴 

  昭和４６年 ３月  富江町立富江中学校卒業 

平成１２年 ４月  富江町立富江中学校ＰＴＡ副会長 

同 ２０年 ４月  健康推進員 現在に至る。 

同 ２２年１２月  民生委員及び児童委員 現在に至る。 

同 ２６年１０月  公平委員会委員 現在に至る。 

 

 

任       期       表 

氏     名 就 任 年 月 日 任 期 満 了 年 月 日 備  考 

本 村 秀 子 平成２６年１０月２０日 平成３０年１０月１９日  

犬 塚 一 輝 平成２７年１０月２０日 平成３１年１０月１９日  

松 本 康 英 平成２８年１０月２０日 平成３２年１０月１９日  
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議案第９１号 

 

五島市職員懲戒審査委員会委員の任命について 

 次の者を五島市職員懲戒審査委員会委員に任命する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

住  所  五島市大荒町２０４番地 
ふりがな  おお  が  よし のぶ 
氏  名  大  賀  義  信 
生年月日  昭和３９年５月２７日 

 

 

 （提案理由） 

 職員懲戒審査委員会委員の任命については、地方自治法施行規程（昭和２２年政

令第１９号）第１６条第３項の規定により議会の同意を得る必要がある。これが、

この案を提出する理由である。 

- 74 -



〈議案第９１号参考〉 
 
 

任       期       表 
 

氏     名 就 任 年 月 日 任 期 満 了 年 月 日 備  考 

久 保  実 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 職   員 

宮 本   洋 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 職   員 

入 江 清 巳 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 

新 木 敦 子 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 

宗  藤 人 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 
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議案第９２号 

 

五島市職員懲戒審査委員会委員の任命について 

 次の者を五島市職員懲戒審査委員会委員に任命する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

住  所  五島市下大津町５７５番地２ 
ふりがな  やす いえ  ひろし 
氏  名  保  家    洋 
生年月日  昭和４７年４月２７日 

 

 

 （提案理由） 

 職員懲戒審査委員会委員の任命については、地方自治法施行規程（昭和２２年政

令第１９号）第１６条第３項の規定により議会の同意を得る必要がある。これが、

この案を提出する理由である。 
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〈議案第９２号参考〉 
 
 

任       期       表 
 

氏     名 就 任 年 月 日 任 期 満 了 年 月 日 備  考 

久 保  実 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 職   員 

宮 本   洋 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 職   員 

入 江 清 巳 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 

新 木 敦 子 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 

宗  藤 人 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 

 

- 77 -



議案第９３号 

 

五島市職員懲戒審査委員会委員の任命について 

 次の者を五島市職員懲戒審査委員会委員に任命する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

住  所  五島市池田町５番３号 
ふりがな  いり  え  きよ  み 
氏  名  入  江  清  巳 
生年月日  昭和２７年２月２２日 

 

 

 （提案理由） 

 職員懲戒審査委員会委員の任命については、地方自治法施行規程（昭和２２年政

令第１９号）第１６条第３項の規定により議会の同意を得る必要がある。これが、

この案を提出する理由である。 
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〈議案第９３号参考〉 
略 歴 

  昭和４５年 ３月  長崎県立五島高等学校卒業 
  同 ４５年 ４月  株式会社十八銀行福江支店勤務 
  同 ５６年 ２月  同           退職 
  平成 ７年 ４月  福江地区公民館運営審議会委員 
  同  ８年 ４月  福江市立福江小学校ＰＴＡ会長 
  同  ８年 ４月  福江市ＰＴＡ連合会副会長 
  同  ９年１１月  人権擁護委員（１期） 
  同 １２年１２月  人権擁護委員（２期） 
  同 １３年 ４月  福江市立福江小学校学校評議員 
  同 １６年 １月  人権擁護委員（３期） 
  同 １７年 ４月  文化保育園経理事務 現在に至る。 
  同 １９年 １月  人権擁護委員（４期） 
  同 ２２年 １月  人権擁護委員（５期） 
  同 ２８年１１月  職員懲戒審査委員会委員 現在に至る。 
 
 

任       期       表 
 

氏     名 就 任 年 月 日 任 期 満 了 年 月 日 備  考 

久 保  実 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 職   員 

宮 本   洋 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 職   員 

入 江 清 巳 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 

新 木 敦 子 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 

宗  藤 人 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 
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議案第９４号 

 

五島市職員懲戒審査委員会委員の任命について 

 次の者を五島市職員懲戒審査委員会委員に任命する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

住  所  五島市玉之浦町大宝６５５番地１５ 
ふりがな  さい ごく   く み こ 
氏  名  西  極  久 美 子 
生年月日  昭和２６年１１月１４日 

 

 

 （提案理由） 

 職員懲戒審査委員会委員の任命については、地方自治法施行規程（昭和２２年政

令第１９号）第１６条第３項の規定により議会の同意を得る必要がある。これが、

この案を提出する理由である。 
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〈議案第９４号参考〉 
略 歴 

  昭和４７年 ３月  長崎県立長崎東高等学校定時制卒業 
  同 ４９年 ６月  玉之浦町事務吏員 
  平成１４年 ７月  同   町民福祉課戸籍係長 

同 １６年 ８月  五島市玉之浦支所税務課税務係長 
同 １９年 ４月  同島市三井楽支所市民課参事補兼税務班係長 
同 ２１年 ４月  同島市三井楽支所市民生活課参事補兼窓口班係長 
同 ２４年 ３月  定年退職 

 
 

任       期       表 
 

氏     名 就 任 年 月 日 任 期 満 了 年 月 日 備  考 

久 保  実 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 職   員 

宮 本   洋 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 職   員 

入 江 清 巳 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 

新 木 敦 子 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 

宗  藤 人 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 
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議案第９５号 

 

五島市職員懲戒審査委員会委員の任命について 

 次の者を五島市職員懲戒審査委員会委員に任命する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

住  所  五島市玉之浦町玉之浦８３４番地 
ふりがな  そう  ふじ と 
氏  名  宗   藤  人 
生年月日  昭和２２年４月２３日 

 

 

 （提案理由） 

 職員懲戒審査委員会委員の任命については、地方自治法施行規程（昭和２２年政

令第１９号）第１６条第３項の規定により議会の同意を得る必要がある。これが、

この案を提出する理由である。 
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〈議案第９５号参考〉 
 
 

任       期       表 
 

氏     名 就 任 年 月 日 任 期 満 了 年 月 日 備  考 

久 保  実 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 職   員 

宮 本   洋 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 職   員 

入 江 清 巳 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 

新 木 敦 子 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 

宗  藤 人 平成２８年１１月 ５日 平成３０年１１月 ４日 学識経験者 
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議案第９６号 

 

人権擁護委員の候補者の推薦について 

 次の者を人権擁護委員の候補者として推薦する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

住  所  五島市木場町７０番地９ 
 

ふりがな  やま  ぐち  たい  いち 
氏  名  山  口  泰  一 

    
生年月日  昭和２８年３月１１日 

 

 

 （提案理由） 

人権擁護委員の候補者の推薦については、人権擁護委員法（昭和２４年法律第１

３９号）第６条第３項の規定により議会の意見を聞く必要がある。これが、この案

を提出する理由である。 
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〈議案第９６号参考〉 

 略 歴 

  昭和５０年 ３月  近畿大学商経学部経済学科卒業 

  同 ５２年 ５月  福江市立奥浦小学校教諭 

  同 ５３年 ４月  奈良尾町立岩瀬浦小学校教諭 

  同 ５５年 ４月  佐世保市立御船小学校教諭 

  同 ５９年 ４月  福江市立緑丘小学校教諭 

  平成 ３年 ４月  長崎県教育センター勤務 

  同  ４年 ４月  若松町立日島小学校教諭 

  同  ５年 ４月  同        教頭 

  同  ７年 ４月  福江市立緑丘小学校教頭 

  同 １１年 ４月  福江市立黄島小中学校校長 

  同 １２年 ４月  福江市立椛島小学校校長 

  同 １４年１２月  福江市立翁頭中学校校長 

  同 １８年 ４月  五島市立奈留中学校校長 

  同 ２０年 ４月  五島市立三井楽小学校校長 

  同 ２２年 ４月  五島市立福江小学校校長 

  同 ２５年 ４月  五島観光歴史資料館嘱託職員 

  同 ２５年 ４月  長崎県立鶴南特別支援学校評議員 
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任       期       表 
  

氏     名 就 任 年 月 日 任 期 満 了 年 月 日 備  考 

本 常 行 洋 平成２６年 ４月 １日 平成２９年 ６月３０日 
平成２９年７

月３１日辞任 

久 保 弥 雄 平成２７年 ４月 １日 平成３０年 ６月３０日 
平成３０年５

月３１日辞任 

田 中 陽 子 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

堀 口   弘 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

松 本 政 樹 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

生 野 俊 和 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

石 黒 則 子 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

村 上 やよい 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

赤 瀨   博 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

洗 川 正 則 平成２９年 ７月 １日 平成３２年 ６月３０日  

白 石 芳 隆 平成３０年 １月 １日 平成３２年１２月３１日  
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議案第９７号 

 

人権擁護委員の候補者の推薦について 

 次の者を人権擁護委員の候補者として推薦する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

住  所  五島市上大津町３１１番地５ 
 

ふりがな  むら なか きよ   し 
氏  名  村  中  清  志 

    
生年月日  昭和２４年９月３日 

 

 

 （提案理由） 

人権擁護委員の候補者の推薦については、人権擁護委員法（昭和２４年法律第１

３９号）第６条第３項の規定により議会の意見を聞く必要がある。これが、この案

を提出する理由である。 
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〈議案第９７号参考〉 

 略 歴 

  昭和４３年 ３月  長崎県立五島高等学校卒業 

  同 ４４年 ５月  福江市事務吏員 

  平成１０年 ４月  同  企画財政課参事補 

同 １２年 ４月  同  福祉保健課長補佐（保健センター長） 

同 １４年 ４月  同  会計課長 

同 １５年 ４月  同  水産課長 

同 ２２年 ３月  定年退職 

同 ２３年 ４月  大村市競艇企業局ミニボートピア長崎五島勤務 

同 ２７年１２月  民生委員及び児童委員 現在に至る。 

同 ３０年 ６月  五島ふくえ漁業協同組合監事 現在に至る。 

同 ３０年 ７月  五島市福江魚市監査役 現在に至る。 

- 88 -



任       期       表 
 

氏     名 就 任 年 月 日 任 期 満 了 年 月 日 備  考 

本 常 行 洋 平成２６年 ４月 １日 平成２９年 ６月３０日 
平成２９年７

月３１日辞任 

久 保 弥 雄 平成２７年 ４月 １日 平成３０年 ６月３０日 
平成３０年５

月３１日辞任 

田 中 陽 子 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

堀 口   弘 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

松 本 政 樹 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

生 野 俊 和 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

石 黒 則 子 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

村 上 やよい 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

赤 瀨   博 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

洗 川 正 則 平成２９年 ７月 １日 平成３２年 ６月３０日  

白 石 芳 隆 平成３０年 １月 １日 平成３２年１２月３１日  
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議案第９８号 

 

人権擁護委員の候補者の推薦について 

 次の者を人権擁護委員の候補者として推薦する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

住  所  五島市富江町富江１５０番地１ 
 

ふりがな  やま  もと  ひろ   こ 
氏  名  山  本  博  子 

    
生年月日  昭和２６年４月２１日 

 

 

 （提案理由） 

人権擁護委員の候補者の推薦については、人権擁護委員法（昭和２４年法律第１

３９号）第６条第３項の規定により議会の意見を聞く必要がある。これが、この案

を提出する理由である。 
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〈議案第９８号参考〉 

 略 歴 

  昭和５０年 ３月  北九州市立北九州大学文学部国文学科卒業 

  同 ５０年 ４月  愛知県常滑市立常滑中学校教諭 

  同 ５３年 ４月  長崎市立土井首中学校教諭 

同 ５９年 ４月  福江市立翁頭中学校教諭 

平成 ２年 ４月  奈留町立奈留中学校教諭 

同  ６年 ４月  福江市立福江中学校教諭 

同 １０年 ４月  福江市立崎山中学校教諭 

同 １４年 ４月  富江町立富江中学校教諭 

同 １７年 ４月  五島市立玉之浦中学校教諭 

同 ２０年 ４月  五島市立翁頭中学校教諭 

同 ２２年 ３月  同        退職 
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任       期       表 
  

氏     名 就 任 年 月 日 任 期 満 了 年 月 日 備  考 

本 常 行 洋 平成２６年 ４月 １日 平成２９年 ６月３０日 
平成２９年７

月３１日辞任 

久 保 弥 雄 平成２７年 ４月 １日 平成３０年 ６月３０日 
平成３０年５

月３１日辞任 

田 中 陽 子 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

堀 口   弘 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

松 本 政 樹 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

生 野 俊 和 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

石 黒 則 子 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

村 上 やよい 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

赤 瀨   博 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

洗 川 正 則 平成２９年 ７月 １日 平成３２年 ６月３０日  

白 石 芳 隆 平成３０年 １月 １日 平成３２年１２月３１日  
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議案第９９号 

 

人権擁護委員の候補者の推薦について 

 次の者を人権擁護委員の候補者として推薦する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

住  所  五島市富江町狩立１２８４番地３ 
 

ふりがな  く  がい  ひろ  のり 
氏  名  久  貝  広  紀 

    
生年月日  昭和３１年８月１４日 

 

 

 （提案理由） 

人権擁護委員の候補者の推薦については、人権擁護委員法（昭和２４年法律第１

３９号）第６条第３項の規定により議会の意見を聞く必要がある。これが、この案

を提出する理由である。 
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〈議案第９９号参考〉 

 略 歴 

  昭和５４年 ３月  福岡大学法学部卒業 

  同 ５４年 ７月  富江町事務吏員 

平成２２年 ４月  五島市玉之浦診療所事務長 

同 ２５年 ４月  五島市富江支所市民生活課長 

同 ２７年 ４月  同      支所長 

同 ２９年 ３月  定年退職 

同 ２９年 ４月  社会福祉法人さゆり会評議員 現在に至る。 

 

任       期       表 
  

氏     名 就 任 年 月 日 任 期 満 了 年 月 日 備  考 

本 常 行 洋 平成２６年 ４月 １日 平成２９年 ６月３０日 
平成２９年７

月３１日辞任 

久 保 弥 雄 平成２７年 ４月 １日 平成３０年 ６月３０日 
平成３０年５

月３１日辞任 

田 中 陽 子 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

堀 口   弘 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

松 本 政 樹 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

生 野 俊 和 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

石 黒 則 子 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

村 上 やよい 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

赤 瀨   博 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

洗 川 正 則 平成２９年 ７月 １日 平成３２年 ６月３０日  

白 石 芳 隆 平成３０年 １月 １日 平成３２年１２月３１日  
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議案第１００号 

 

人権擁護委員の候補者の推薦について 

 次の者を人権擁護委員の候補者として推薦する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

住  所  五島市三井楽町濱ノ畔１４３８番地１ 
 

ふりがな  まつ  もと  まさ   き 
氏  名  松  本  政  樹 

    
生年月日  昭和３０年４月６日 

 

 

 （提案理由） 

人権擁護委員の候補者の推薦については、人権擁護委員法（昭和２４年法律第１

３９号）第６条第３項の規定により議会の意見を聞く必要がある。これが、この案

を提出する理由である。 
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〈議案第１００号参考〉 

 略 歴 

  昭和５０年１１月  陸上自衛隊第４師団第１９普通科連隊勤務 

  同 ５４年１１月  株式会社碓井本店勤務 

同 ５５年 ３月  九州産業大学商学部第２部経済学科卒業 

  同 ５７年 ４月  株式会社ジャルダン武蔵野勤務 

  同 ６１年 １月  松本商店経営 現在に至る。 

  平成１３年 １月  人権擁護委員（１期） 

  同 １６年 １月  人権擁護委員（２期） 

  同 １９年 １月  人権擁護委員（３期） 

  同 ２２年 １月  人権擁護委員（４期） 

  同 ２５年 １月  人権擁護委員（５期） 

  同 ２８年 １月  人権擁護委員（６期） 現在に至る。
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任       期       表 
 

氏     名 就 任 年 月 日 任 期 満 了 年 月 日 備  考 

本 常 行 洋 平成２６年 ４月 １日 平成２９年 ６月３０日 
平成２９年７

月３１日辞任 

久 保 弥 雄 平成２７年 ４月 １日 平成３０年 ６月３０日 
平成３０年５

月３１日辞任 

田 中 陽 子 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

堀 口   弘 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

松 本 政 樹 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

生 野 俊 和 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

石 黒 則 子 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

村 上 やよい 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

赤 瀨   博 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

洗 川 正 則 平成２９年 ７月 １日 平成３２年 ６月３０日  

白 石 芳 隆 平成３０年 １月 １日 平成３２年１２月３１日  
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議案第１０１号 

 

人権擁護委員の候補者の推薦について 

 次の者を人権擁護委員の候補者として推薦する。 

平成３０年９月５日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

住  所  五島市木場町５５４番地５ 
 

ふりがな   ひら  やま  かず   こ 
氏  名   平  山  和  子 

    
生年月日  昭和２４年１月２５日 

 

 

 （提案理由） 

人権擁護委員の候補者の推薦については、人権擁護委員法（昭和２４年法律第１

３９号）第６条第３項の規定により議会の意見を聞く必要がある。これが、この案

を提出する理由である。 
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〈議案第１０１号参考〉 

 略 歴 

  昭和４６年 ３月  長崎大学教育学部卒業 

  同 ４６年 ４月  兵庫県西宮市立浜脇中学校教諭 

同 ５５年 ４月  兵庫県西宮市立今津中学校教諭 

  同 ６２年 ４月  兵庫県西宮市立西宮養護学校教諭（障害児学級） 

  平成 ４年 ３月  京都教育大学特殊教育専攻科卒業 

  同 １１年 ４月  兵庫県西宮市立鳴尾南中学校教諭（障害児学級） 

  同 １５年 ４月  兵庫県西宮市立浜脇中学校教諭（障害児学級・特別支援

学級） 

  同 １９年 ４月  兵庫県西宮市立浜脇中学校主幹教諭（特別支援学級） 

  同 ２１年 ３月  同           退職 

  同 ２１年 ４月  五島市立福江中学校特別支援教育支援員 

  同 ２２年１０月  人権擁護委員（１期） 

同 ２３年 ４月  五島市立福江中学校講師 

同 ２５年１０月  人権擁護委員（２期） 
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任       期       表 
  

氏     名 就 任 年 月 日 任 期 満 了 年 月 日 備  考 

本 常 行 洋 平成２６年 ４月 １日 平成２９年 ６月３０日 
平成２９年７

月３１日辞任 

久 保 弥 雄 平成２７年 ４月 １日 平成３０年 ６月３０日 
平成３０年５

月３１日辞任 

田 中 陽 子 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

堀 口   弘 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

松 本 政 樹 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

生 野 俊 和 平成２８年 １月 １日 平成３０年１２月３１日  

石 黒 則 子 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

村 上 やよい 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

赤 瀨   博 平成２９年 １月 １日 平成３１年１２月３１日  

洗 川 正 則 平成２９年 ７月 １日 平成３２年 ６月３０日  

白 石 芳 隆 平成３０年 １月 １日 平成３２年１２月３１日  
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